
 
   

 

「牧野系譜」の三代（信成）の条 から読み取れること 
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武蔵志「享和 2（1802）年以前の地誌」から読み取れること 
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正保国絵図(1644～1647)江戸幕府作成 
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鴻巣御殿 

二大将軍秀忠に近侍し、後に家光に付属され、寛永十年

(1633)11,000 石の大名(石戸藩初代藩主)となる。正保元

年(1644)、下総の国へ 22600 石で転封。 

信成の幕府での職務は、酒井忠世等とともに寛永十二年

(1635)には「金銀納方」を管掌し、後の「留守居」に当たる

要職。 

 

三河長篠合戦等で活躍し、本多正信・大久保忠隣・阿部正

次とともに家康の側近として勢力を伸ばす。天正十八年

(1590)武州足立郡石戸で 5,000 石を与えられる。 

 

来訪者 

・ 東照宮(徳川家康) 台徳院殿(秀忠) 大猷院殿(家光) 

・ 佐渡守(本多正信 1616 没) 正信は老中、家康より我が友と慕

われていた側近中の側近 元鷹匠であり、相模国玉縄藩主。 

・ 八太夫(本多正純 1637 没) 本多正信の長男 

・ であり、江戸幕府の老中。宇都宮藩主。 

・ 内藤若狭守(内藤清政 1623没) 安房勝山藩初代藩主 

・ 松平右衛門太夫(松平正綱 1648 没) 大名、相模国玉縄藩初

代藩主。大河内松平宗家初代。 御茶屋御殿付近 地引図(明治初期) 

現存する御殿稲荷 御殿造の社 要調査(１６世紀末ｶ)  

石戸御殿への来訪者達 

御茶屋跡 

道路 

石戸領旗本 牧野讃岐守康成(牧野家二代)  慶長四(1599)没  

石戸藩大名 牧野信成(牧野家三代)  慶安三(1650 没   
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石戸城跡 

大河ドラマ 

「真田丸」近藤

正臣 好演 

世界最長の並木

道 で あ る 日 光 

杉並木の寄進者 

 

宇都宮のつり天

井事件で改易 

御殿

認識 


